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新
し
い
言
葉
が
ど
ん

ど
ん
発
生
す
る
の
が
現

代
日
本
で
あ
る
。
雑
誌

記
事
な
ど
で
、
見
た
こ

と
も
な
い
語
が
、
さ
も

世
の
中
に
行
き
渡
っ
て

い
る
か
の
如
く
文
章
に

使
わ
れ
て
い
る
と
、「
や

れ
や
れ
ま
た
調
べ
る
の
か
」
と
、

戸
惑
い
よ
り
も
疲
れ
を
覚
え
る
▼

「
新
語
」
は
現
れ
て
も
、定
着
す
る

語
は
ご
く
少
な
く
、
使
い
こ
な
す

に
至
ら
ず
に
消
え
て
い
く
の
も
多

い
。特
に
最
近
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
使
わ
れ
る
「
新
語
」
が
目

に
つ
く
。
こ
れ
も
ネ
ッ
ト
上
で
調

べ
る
と
一
応
出
て
く
る
が
、
意
味

が
分
か
ら
ず
首
を
か
し
げ
る
語
も

少
な
く
な
い
▼
昨
年
ア
メ
リ
カ
の

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
大
活
躍
し
た

大
谷
翔
平
選
手
に
関
わ
る
「
リ
ア

ル
二
刀
流
」
と
か
「
シ
ョ
ー
タ
イ

ム
」
と
か
は
、
毎
日
の
如
く
登
場

し
た
か
ら
、
覚
え
て
し
ま
っ
て
、

当
然
の
如
く
頭
に
入
っ
た
。
し
か

し
、
語
の
性
質
上
、
永
年
に
わ
た

り
続
く
語
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま

た
、
親
を
選
ん
で
生
ま
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
の
「
親

ガ
チ
ャ
」
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
解
説
で
使
わ
れ

た
「
ゴ
ン
攻
め
」
な
ど
は
、や
が
て

は
消
え
て
い
く
か
も
知
れ
な
い
。

一
方
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
」
な
ど
シ
ビ
ア

な
社
会
的
背
景
を
持
っ
た
語
は
、

容
易
に
は
な
く
な
ら
な
い
と
思
う

が
ど
う
だ
ろ
う
▼
し
か
し
、
令
和

以
前
の
流
行
語
を
目
に
す
る
と
、

懐
か
し
い
気
が
起
こ
る
。
時
代
の

世
相
と
い
う
も
の
が
、
鮮
や
か
に

甦
っ
て
く
る
の
だ
。
そ
う
考
え
る

と
、
も
は
や
廃
れ
て
し
ま
っ
た
流

行
語
と
い
う
も
の
も
、
時
代
を
知

る
と
い
う
意
味
で
貴
重
な
「
語
」

で
あ
る
。

　
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部（
竹
内
純
照
総
本
部
長
）は
2
月

2
日
に
開
催
し
た
令
和
3
年
度
第
2
回
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」

理
事
会
で
、
新
会
長
に
叡
南
覺
範
探
題
大
僧
正
（
延
暦
寺
一
山

建
立
院
住
職
）
の
就
任
を
全
会
一
致
で
決
め
た
。
昨
年
11
月
に

大
樹
孝
啓
前
会
長
が
天
台
座
主
に
ご
上
任
さ
れ
、
同
運
動
総
裁

に
就
任
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
後
任
人
事
。
叡
南
新
会
長
は
「
み

な
さ
ん
の
お
力
を
い
た
だ
い
て
勤
め
を
果
た
し
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ら
れ
た
。

昭
和
元
年
生
ま
れ
。
96
歳
。
延
暦
寺
副
執
行
、
執
行
、
叡
山
学
院
院

長
、
叡
山
文
庫
長
、
宗
議
会
議
員
な
ど
の
役
職
を
多
数
歴
任
。
平
成

8
年
に
戸
津
説
法
勤
仕
、同
10
年
に
望
擬
講
。
同
26
年
に
探
題
補
任
。

大
樹
孝
啓
座
主
猊
下
の
ご
上
任
に
よ
り
、
令
和
3
年
11
月
よ
り
次
席

探
題
。
平
成
18
年
か
ら
令
和
2
年
ま
で
、京
都
五
箇
室
門
跡
の
一
つ
、

山
科
区
の
毘
沙
門
堂
門
跡
門
主
を
お
勤
め
に
な
ら
れ
た
。

　
新
会
長
は
、
次
席
探
題
で
あ
る
叡

南
大
僧
正
を
推
薦
す
る
こ
と
が
阿
部

昌
宏
理
事
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
全
会

一
致
で
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
顧
問
に

は
、
新
た
に
小
堀
光
實
三
千
院
門
跡

門
主
の
就
任
が
決
ま
っ
た
。

　
令
和
4
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、運
動
が
掲
げ
る
「
生
命
」「
奉

仕
」「
共
生
」
の
実
践
3
つ
の
柱
を

中
心
に
、
支
部
活
動
の
活
性
化
や
教

区
本
部
・
支
部
・
総
本
部
の
連
帯
強

化
と
拡
充
、
更
に
一
般
の
人
び
と
へ

の
認
知
度
が
上
が
る
よ
う
な
方
策
を

講
じ
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い

る
。広
報
宣
伝
や
研
修
会
等
の
実
施
、

支
部
活
動
推
進
の
支
援
な
ど
を
行
う

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
竹
内
総
本
部

長
は
、「
従
来
行
っ
て
き
た
活
動
な
ど

を
S
D
G
s
を
切
り
口
と
し
て
活
性

化
し
、
支
部
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
み

や
す
い
よ
う
に
、
ま
た
檀
信
徒
が
参

加
し
や
す
い
よ
う
に
努
め
た
い
。
写

経
会
の
開
催
な
ど
も
含
め
た
支
部
活

動
の
活
性
化
が
重
要
な
の
で
、
そ
れ

ら
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。
動
画
な

ど
を
使
っ
て
発
信
力
を
高
め
て
い
き

た
い
」
な
ど
と
説
明
を
加
え
、
理
事

ら
に
理
解
を
求
め
た
。

　
地
球
救
援
事
業
に
つ
い
て
も
、
全

国
一
斉
托
鉢
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
海
外
交
流
、
従
来
か
ら
の
各
種
活

動
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
が
了
承
さ

れ
た
。

　
理
事
会
の
最
後
に
、
叡
南
新
会
長

か
ら
、
総
本
部
が
行
う
様
々
な
支
援

に
つ
い
て
の
経
緯
や
願
い
な
ど
が
詳

細
に
語
ら
れ
た
。

　
タ
イ
の
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
に

は
、
就
学
支
援
や
日
本
と
タ
イ
の
高

校
生
ら
に
よ
る
海
外
交
流
な
ど
が
行

わ
れ
て
お
り
、
30
年
に
亘
っ
て
交
流

が
続
い
て
い
る
。
当
初
を
知
る
叡
南

会
長
は
「
設
立
者
の
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ

さ
ん
の
活
動
は
、
人
材
育
成
に
心
血

を
注
が
れ
た
伝
教
大
師
の
御
心
と
同

じ
だ
と
共
感
し
、
比
叡
の
大
護
摩
の

浄
財
か
ら
当
時
5
百
万
円
の
寄
付
を

決
め
た
」と
振
り
返
っ
た
。
そ
し
て
、

タ
イ
を
訪
問
し
直
接
寄
付
金
を
手
渡

し
た
こ
と
を
回
顧
し
、「
現
地
に
触
れ

て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
大
事
」
と

教
示
。
同
様
に
イ
ン
ド
の
パ
ン
ニ
ャ

メ
ッ
タ
協
会
へ
の
支
援
の
経
緯
も
紹

介
し
、「
世
界
に
目
を
向
け
、
伝
教
大

師
の
『
忘
己
利
他
』『
一
隅
を
照
ら

す
』
を
心
に
留
め
て
行
動
に
移
れ
ば

大
き
な
力
に
な
る
」
と
助
言
し
た
。

　
ま
た
各
地
方
で
活
動
す
る
住
職
や

副
住
職
ら
へ
の
支
援
も
重
要
と
の
認

識
を
示
し
「
各
個
人
で
努
力
し
実
績

あ
る
人
び
と
を
表
に
出
す
こ
と
が
必

要
」
と
述
べ
、
運
動
の
更
な
る
展
開

へ
期
待
を
寄
せ
た
。

行
動
こ
そ
大
き
な
力
に


